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Wbbサービスを用いた最適化システム  

九州工業大学 藤田敬治 FUJITArIbshiharu   

対する「html文書」と「Wbbブラウザ」の関係  

に相当する。   

Mathサービスの概要を図1に示す。Mathサ  

ービスサーバーはMathSDI．文書の解釈やWeb  

サービスの呼び出し、端末に合わせたやり取り．等  

の役割を果たす。サーバーが、内部的に各端末に  

合わせた MathSML（MaもhServices Markふp  

Language）文書（中間ファイル）を作成し、体裁面  

を受け持つⅩSI∬と内部または外部で組み合わせ  

ることにより、実際の表示が行われる。なお、専  

用ブラウザ以外では利用可能な機能に制限が隼  

じる。特に、数式入力用など専用の入出力コンポ  

ーネントは、現在専用ブラウザのみへの対応とな  

っている。また、図中のMathADL（Mathematical  

A短0；ithmDescription五．anguage）とは、数学的  

アルゴリズムをⅩML形式で表現するための言語  

であり、MatbSDI．で呼び出し情報を記述するこ  

とにより、アルゴリズムの解析・実行部を通して、  

勒bサービスと同様に利用することができる。  

3。標準技術との関係  
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1．はじめに   
本報告における最適化システムとは、戦略的意  

思決定支援システム【1】を目指して、その中の最適  

化手法の実行部として整備中のものである。これ  

は、Webサービスとしてインターネット上に置か  

れた各種手法の計算プログラムを、Matbサービ  

スという統一的枠組みのもとで利用することに  

より実現させる。  

2。Ma仙サービス   
Mathサービスとは、様々な数理的手法をホー  

ムページのようにインターネット上で相互利用  

するための枠組みとして、現在開発中のものであ  

る。具体的には、各種手法を実装したWbbサー  

ビスとその．実行に関する情報を記述した  

MathSDL （ MathServices Descrip七iom  
Language）文書をインターネット上に用意する  

ことにより、他の者が専用（あるいは汎用）．ブラ  

ウザを用いてMatbSDL文書にアクセスし、手法  

を実行させる、といった仕組みである。ここでの  

数理的手法に対する「Wbbサービス＋MatbSI）L  

文書」と「専用ブラウザ」の関係は、文字情報に  本システムの基本は、ⅩML（exknsible  

Ma止upI．anguage）を中心とし  

たインターネッ．トの標準技術で  

ある。Wbbサービス自身は既に  

標準として認知されているもの  

であり、MatbSDI．，MatbSMIノ，  

MatIIADLはそれぞれⅩMLのボ  

キャブラリとして設計している。  

また、MathSDLにおいてはデー  

タ型の記述にⅩMLScbemaのタ  

グを一部採用し、MatbSMLは  

ⅩHTMIJ  （extensit）1e  

Hype鵡ⅩtMarknpLanguage）  
統合セーヅトとしての設計が目標、  

MatbADLでは数式表現のため  
に MathML（Mathe叫atical  
Markup LaIlguage）を用いてい  

る。利用プロトコルもWゆサー  

ビスとⅩMLが基本なので、http  
のみであり、インターネット上   
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で、ファイアーウォール等に関係なく利用できる。  

そして、MathサービスサーバーとMathサービ  

スブラウザ以外は、原則としてプラットフォーム  

に依存しない。  

4．MathSDL文書   
実際にMathSDLによって、簡単なMathサー  

ビスを記述した例をリスト1に挙げる。これは、  

行列式の計算を行う Wbbサービスを利用するた  

めのMathSDL文書である。MathSDLの基本的  

な要素と主な属性の意味については以下に述べ  

る。斜体は属性をあらわす。  

Mathサービスを別ファイルに記述した場合  

にそのURLを指定  

Math サービスのメソッド定義，  

parameters，argumentS，reSPOnSeS，annOtation  

を子要素としてもつ   

〃a椚e：メソッド名   

ur7：メソッドを実装したWebサービスのURL  

パラメータの定義，elementを子要  

素としてもつ  

Mathサービスメソッド   

の引数、および戻り値リスト，elementを子要素  

としてもつ  

MathSpL文書のルート要素、  引数や戻り値の型情報，reStriction，  

typeDefinition，Service を子要素としてもつ  displayOption，annOtationを子要素としてもつ   

ナd：要素のID（名前）   

〃a爪e：型を表す名前  

オブジェクト型の定義、  

SimpleType，COmPlexTypeを子要素としてもつ  

Math サ∵ビス本体の定義，  elementに対する制約，子要素とし  

serviceName，url，method，annOtationを子要素  

としてもつ   

わ甲e：サービスの種類   

〃a〟貯印∂Ce：サービスの分類  

て範囲の指定baxIncIusive，minIncIusive，  
maxExcIusiv占，minExcIusi・Ve） や 既 定 値  

（de払ult）・列挙値の指定（enumeration）等をもつ。  

付加情報，documentationを子要素  

Mathサービスの名前  としてもつ  

上位要素のラベルや解説   く？xmlversjon＝■l．0■er血jng＝－utf相打？〉  

くnathServjces xmlns＝Phttp：／／math．c叩．kyut∝h、aC．jp／beta／MathService”）   

くty搾【bfinjtion〉  

くSj叩1eTypeⅧ肥＝ガdblSquar曲trjx■押ra鴨＝月sjze－〉  

くrestrjct沌n由se＝－ÅrrayO一人rrayOf馳ubleガ〉  

く＄ynC卵ram＝∬1engthl■tar9et＝”5ize”／〉  

く＄ynC Param＝’’length2月tar9et＝’’sjzen／〉  

く／restrjetjon〉  

く／sj叩1QType〉   

く／ty昨晩fjnjtjon〉   

く父rVi00ty搾＝一爬tIldけnaJ陀Space＝”Generaドac00SS＝月publjcp〉  

く鎚rVjceNa㈹〉馳termjnantく／鎚rVj00他職〉   

くl値t旭na爪や＝”Deterninant”url＝”http：／／localtY）St／MathSvc／msNatrjx．asntx’’）  

くPa「a爬te「S〉  

くel印ent na陀＝”djm”ty搾＝けInt－〉  

くrestrictjon〉  

くdefault valuo＝”3”／〉  

くmjnIncIusjv占value＝■2”／〉  

く／restrjctjon〉  

く／el即妃nt〉  

く／parameters〉  

くargu陀ntS〉  

くel㈹nt narTC＝■nn type＝’dblSquareMatrix”〉  

くrestrjctjon〉  

くSynCPara膵”dj㈹ntion－brget＝■dj爪”／〉  

く／restHcい0∩〉  

く／element〉  

く／8「9UmentS〉  

く「esponses〉  

くel醜nt naLTC＝bDeterminantValue’’type＝カDoublen〉  

く／el即紀nt〉 

く／res匹nSeS〉  

く／爪eth力〉   

く／駆rVj00〉  

く／爪athServjces〉  

ズ仰Jニね叩：言語の指定   

加e：記述情報のタイプを指定  

なお、MathSDLで記述されるものは、  

単独のメソッドめみにとどまらない。複  
数メソッドの連痍や、メソッド呼び出し  

を伴う文書の記述も可能な方向に拡張  

を考えている。  

5．おわりに   
まだまだ未完成のMathサービスで  

あるが、この枠組みのもとに様々な数  
理的手法がインターネット上に流通  

することによって、一般の人々が数理  

的手法を利用することの敷居を低く  

することができればと望む。  
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